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■ＴＮＲ活動とは
Ｔ
ト ラ ッ プ

ｒａｐ、Ｎ
ニ ュ ー タ ー

ｅｕｔｅｒ、Ｒ
リ タ ー ン

ｅｔｕｒｎの略称で、野良猫を一時捕
獲した後、避妊・去勢手術を行い、元の場所に戻す活動
のことです。

■牛小屋の猫
子どものころから、祖母の家には犬がいて、自宅でも
犬を飼っていたので、常に近くに動物がいる環境で育っ
てきました。祖母の家の近所に牛小屋があったのですが、
そこにはたくさんの野良猫がいて、中には病気にかかり
死んでしまう猫もいました。高校生のときに、そうして
死んでしまう子猫をどうしても助けたいと思い、家族に
も協力してもらい保護しました。
そのころは「四

日市にゃんこレス
キュー　愛の手」
などのボランティ
ア団体もなかった
ので、個人ボラン
ティアで活動して
いました。

■大学猫
通っていた大学は山間にあったのですが、そこにも野
良猫が多くいました。
当時大学に保護猫のサークルがなかったので、個人で

地域のボランティアさんに助けてもらいながら、捕獲し
たり去勢手術をした
りするなど、保護活
動を行いました。
保護した猫は、飼
い主を探して引き取
ってもらうこともあ
りましたが、多くは
去勢手術をしたあ

と、元々暮らしていた大学に戻して「大学猫」として生
活しています。
「大学猫」として再び放
すので、周囲の理解を得る
必要がありました。ただ、
結果的には、無秩序に増え
ていた野良猫はずいぶん減
ったと聞いています。

■多頭飼育崩壊の現場で
ボランティア活動をするなかで、楽しい・うれしい場
面もありますが、命を扱う活動なので辛かったり悲しか
ったりする場面もすごく多いですね。
多頭飼育をしている飼い主さんが引っ越して、廃墟に
なった家に残る猫の保護を手伝いに行ったときは大変で
した。
足の踏み場もないような場所
で生活しているたくさんの猫、
近親交配の繰り返しで重い障害
がある猫、猫トイレの中で亡く
なり白骨化した猫など、悲惨な
状況を見てとても辛い気持ちに
なりました。

■不幸な命を生まないことと地域との御縁
不幸な命を生まないために、飼い猫は避妊手術などの
医療行為をして、最後まで責任を持って飼うことを必ず
守ってもらいたいですね。
また「四日市にゃんこレス
キュー」など、各ボランティ
ア団体が行っている譲渡会
や、地域で行っているＴＮＲ
活動がきっかけで、保護猫や
地域猫が、新しい飼い主さん
や地域の人と繋がっていって
ほしいです。

９月放送のCTY「ちゃんねるよっかいち」やCTY-FM「よっかいちわいわい人探訪」でも紹介します。

→
大学時代に立ち上げたボランティア
団体の仲間と（一番左が川端さん）

高校時代の川端さんと初めて保護した猫 多頭飼育崩壊の現場

大学猫
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動物看護士として働く傍らＴＮＲ活動・地域猫活動を行っている川端さんにお話を伺いました。

Vol.90

ＴＮＲ活動
ボランティア 川端晏

あ

佳
か

里
り

さん

「地域猫が御縁を結ぶ」


